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FEATURE STORY 1

宮城県石巻市牡鹿半島狐崎浜。震災後に再開した定置網漁船が朝焼けに光る（写真＝福地 波宇郎）

企業・NPOの協働
「第２ステージ」へ
　東日本大震災から５年が経った。多くの企業が被
災地に入り、NGO／NPOとの協働で多くの社会
的課題解決に取り組んだ。一方で、支援活動が長期
化するなかで、支援ニーズも多様になり、再出発を
余儀なくされる事例も少なくない。企業やNPOは
「傷んだ地域」をどこまで再生できるのか。その成果
を待っているのは東北だけではない。

5年後からの復興支援

（副編集長・吉田 広子、編集部・佐藤 理来、斉藤 円華、松島 香織、
 写真：福地 波宇郎）
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「
復
興
を
実
感
」21
％
だ
け

「
船
は
戻
っ
て
き
た
け
れ
ど
、
今

は
と
に
か
く
人
手
が
足
り
な
い
。

収
入
は
、
ま
だ
震
災
前
の
６
割
程

度
だ
」

　

宮
城
県
石
巻
市
で
ワ
カ
メ
養
殖

を
営
む
60
代
の
漁
師
が
語
る
。
被

災
沿
岸
部
で
は
町
を
高
台
造
成
し

て
い
る
が
、
住
め
る
よ
う
に
な
る

ま
で
ま
だ
時
間
が
か
か
る
。
そ
の

間
に
、
仙
台
な
ど
都
市
部
へ
の
人

口
流
出
が
進
み
、
過
疎
高
齢
化
が

さ
ら
に
加
速
し
た
。

　

震
災
後
、
東
北
に
魅
せ
ら
れ
た

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
は
移
住
し
た
人

も
い
る
。
千
葉
県
に
住
む
大
学
４

年
生
の
伊
藤
穣
さ
ん
は
漁
業
体
験

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
通
う
中
で
そ

の
仕
事
ぶ
り
に
感
銘
を
受
け
、
石

巻
の
漁
師
が
個
人
経
営
す
る
会
社

に
新
卒
就
職
を
決
め
た
。

「
宮
城
の
美
味
し
い
も
の
、
そ
れ

を
作
っ
て
い
る
人
に
感
動
し
て
、

同
年
代
の
若
者
に
も
知
ら
せ
た
く

な
っ
た
。
石
巻
で
働
く
こ
と
で
復

興
の
手
助
け
に
な
れ
ば
」

　

だ
が
、
全
体
的
に
は
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
数
は
減
少
し
、
報
道
も

減
っ
て
い
る
。

「
毎
年
３
月
は
取
材
が
い
っ
ぱ
い

く
る
け
ど
、
11
日
を
過
ぎ
る
と

ぱ
っ
た
り
静
か
に
な
る
よ
」。
取

材
中
、
漁
師
か
ら
受
け
た
一
言
が

心
に
突
き
刺
さ
る
。

◆

「
３
・
11
」
か
ら
５
年
が
経
過
し

た
今
も
な
お
仮
設
住
宅
で
暮
ら
す

被
災
者
は
、
福
島
・
宮
城
・
岩
手

の
３
県
で
約
６
万
人
、
避
難
者
は

全
国
で
約
18
万
人
も
い
る
。
仮
設

住
宅
で
発
生
し
た
孤
独
死
は
、
５

年
間
で
２
０
０
件
を
超
え
た
。

　

東
日
本
大
震
災
で
は
、
阪
神
・

淡
路
大
震
災
と
比
べ
て
、
仮
設
住

宅
か
ら
の
移
転
が
進
ん
で
い
な

い
。
阪
神
・
淡
路
で
は
、
震
災
後

約
５
年
で
仮
設
住
宅
入
居
者
は
ほ

と
ん
ど
い
な
く
な
っ
た
が
、
東
北

３
県
で
は
、
い
ま
だ
ピ
ー
ク
時
の

６
割
以
上
が
仮
設
住
宅
に
住
ん
で

い
る（
グ
ラ
フ
下
）。

　

福
島
民
報
社
と
福
島
テ
レ
ビ
の

県
民
世
論
調
査（
２
０
１
６
年
３

月
５
日
実
施
）
に
よ
る
と
、
福
島

県
内
で「
復
興
を
実
感
し
て
い
る
」

と
の
回
答
は
21
・
８
％
に
と
ど

ま
っ
た
。「
県
内
の
現
状
が
国
民

に
正
し
く
理
解
さ
れ
て
い
る
と
思

う
か
」に
対
し
て
は
、「
理
解
さ
れ

て
い
る
」の
6.1
％
を
大
幅
に
上
回

り
、「
理
解
さ
れ
て
い
な
い
」
が

73
・
２
％
に
上
っ
た
。

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
岩
手
・
宮
城
・
福
島

の
３
県
の
被
災
者
や
原
発
事
故
の

避
難
者
を
対
象
に
行
っ
た
ア
ン

ケ
ー
ト
で
も
、
復
興
状
況
に
つ
い

て「
想
定
よ
り
も
遅
れ
て
い
る
」、

ま
た
は「
進
ん
で
い
る
実
感
が
持

て
な
い
」と
い
う
回
答
が
８
割
に

上
っ
た
。「
復
興
が
進
ん
で
い
る

と
い
う
実
感
が
持
て
な
い
」と
い

う
回
答
は
岩
手
・
宮
城
で
は
18
％

だ
っ
た
の
に
対
し
て
、
福
島
で
は

50
％
と
３
倍
近
い
。

「
東
北
の
復
興
は
進
ん
で
い
る
の

か
」「
い
ま
で
も
支
援
は
必
要
な

の
か
」。
他
地
域
は
東
北
の
現
状

を
十
分
に
理
解
し
て
い
る
と
は
言

い
が
た
い
。

被
災
地
の
現
状
を
デ
ー
タ
に

　

地
域
創
造
基
金
さ
な
ぶ
り（
仙

台
市
）の
鈴
木
祐
司
事
務
局
長
は
、

「
地
域
外
の
方
に
は
、
時
間
の
経

過
と
と
も
に
、
地
域
の『
状
況
』と

『
課
題
』が
見
え
づ
ら
く
な
っ
た
。

次
の
５
年
を
考
え
る
う
え
で
、
こ

れ
ま
で
の
５
年
の
進
捗
と
現
状
を

デ
ー
タ
で
把
握
す
る
こ
と
が
大
切

だ
ろ
う
」と
指
摘
す
る
。

　

さ
な
ぶ
り
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

組
織
が
持
つ
東
北
３
県
の
デ
ー
タ

を
整
理
し
、
発
信
す
る「
と
う
ほ

く
復
興
デ
ー
タ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

を
２
０
１
４
年
１
月
に
立
ち
上

げ
、
地
域
の
課
題
を
解
決
し
て
い

く
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

　

鈴
木
事
務
局
長
は
、「
東
日
本

5年後からの復興支援
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阪神・淡路大震災に比べ、住宅再建は２年の遅れ

入居戸数
公営住宅供給戸数（　　）阪神・淡路

大震災

東北３県の実線（仮設）は、応急仮設住宅、みなし仮設（民間賃貸・公営住宅）の合計入居者数。
点線（再建）は、災害公営住宅および民間住宅用地の合計戸数を示す

阪神・淡路大震災=1995年１月17日／東日本大震災＝2011年３月11日

１年
年数

2年 3年 4年 5年

公
益
財
団
法
人
地
域
創
造
基
金
さ
な
ぶ
り「
と
う
ほ
く
復
興
デ
ー
タ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
２
０
１
５
」収
録
図
、

『
阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
係
る
応
急
仮
設
住
宅
の
記
録
』、
復
興
庁
発
表
デ
ー
タ
を
基
に
編
集
部
で
作
成



集中復興期間 復興・創生期間
2016年１月  　　　　　　　　　　　  16年４月　17年４月　18年４月　19年４月　20年４月　21年３月

被災者支援 ●避難者数
18.2万⼈（ピーク時47万⼈）

住宅再建
復興まちづくり

●完成
⾼台移転：　　30％
災害公営住宅：47％
●着手
⾼台移転：　　99％
災害公営住宅：95％

（15年度末見込み）※

⾼台移転：　　45%
災害公営住宅：59％

（16年度末見込み）※
⾼台移転：　　70%
災害公営住宅：86％

（18年度末見込み）※
住まいの確保に関する事業が
概ね完了
※2015年９⽉末時点

（18年度）
福島相⾺道路

（霊⼭〜相⾺間）
釜⽯花巻道路
開通予定

（19年度）
三陸沿岸道路

（仙台〜釜⽯間の
約90%）
開通予定

産業・生業の
再生

●鉱⼯業⽣産
概ね震災前⽔準程度に回復
●農業
営農再開可能⾯積：74％
●⽔産加⼯業
85%の施設で再開
●観光
外国⼈宿泊者数：65％（全国では162％） ※2010年比

福島の復興・
再生

●県全体の避難者
　10.0万⼈
⽥村市、川内村、楢葉町
で避難指⽰解除等

葛尾村、川俣町、南相⾺市、
川内村で準備宿泊を開始

（遅くとも2017.3まで）
帰還困難区域以外の区域について、避難指⽰を解除

「新しい東北」
の創造

先導的な取組の構築（13〜15年度で計216事業を⽀援）
マッチング等の場づくり
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大
震
災
の
住
宅
再
建
は
阪
神
・
淡

路
に
比
べ
て
２
年
程
度
遅
れ
て
い

る
。
阪
神
・
淡
路
の
場
合
、
住
ま

い
は
失
っ
て
も
、
職
場
を
失
わ
な

い
人
が
多
か
っ
た
。
東
日
本
大
震

災
の
場
合
、
沿
岸
部
は
職
住
が
隣

接
な
の
で
住
ま
い
も
仕
事
も
失
っ

た
人
が
多
い
」と
指
摘
す
る
。

　

阪
神
・
淡
路
が
発
生
し
た
１
９

９
５
年
当
時
と
２
０
１
０
年
の
人

口
構
成
・
経
済
情
勢
も
大
き
く
変

わ
っ
た
。

　

一
般
財
団
法
人
ダ
イ
バ
ー
シ

テ
ィ
研
究
所（
大
阪
市
、
田
村
太

郎
代
表
理
事
）が
編
集
し
た
デ
ー

タ
に
よ
る
と
、
日
本
人
口
の
65
歳

以
上
の
割
合（
２
０
１
０
年
）
は

95
年
と
比
べ
て
約
1.6
倍
に
増
え
約

２
９
０
０
万
人
、
生
活
保
護
世
帯

数
は
約
2.5
倍
の
約
１
５
０
万
世
帯

に
上
っ
た
。

　

一
方
、
地
方
公
務
員
の
数
は
約

３
３
０
万
人
だ
っ
た
の
が
、
２
０

１
０
年
に
は
２
８
０
万
人
に
減
少

し
た（「
と
う
ほ
く
復
興
デ
ー
タ
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
２
０
１
５
」か
ら
）。

「
東
日
本
大
震
災
は
公
共
投
資
減

に
よ
る
建
築
従
事
者
数
の
減
少
、

平
成
の
大
合
併
に
よ
っ
て
行
政
職

員
数
の
減
少
も
あ
る
。
建
築
業
、

FEATURE STORY 1

行
政
と
も
に
余
裕
の
な
い
状
況
の

な
か
で
発
生
し
た
大
災
害
と
い

え
、
復
興
に
官
民
の
連
携
が
必
要

と
い
わ
れ
る
所
以
で
あ
る
」（
鈴

木
事
務
局
長
）

　

カ
ギ
を
握
る
の
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど

の
市
民
セ
ク
タ
ー
だ
。
東
北
で
は

震
災
発
生
後
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
増
え
て

い
る
。
人
口
１
０
０
万
人
あ
た
り

の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
数
を
見
る
と
、
震

災
前
の
２
０
１
０
年
と
比
べ
、

２
０
１
３
年
は
岩
手
県
で
45
％
、 

宮
城
県
で
39
・
４
％
、
福
島
県
で

45
・
８
％
の
増
加
率
と
な
り
、
全

国
の
増
加
率
28
・
２
％
を
大
き
く

上
回
る（
内
閣
府
の
デ
ー
タ
を
基

に
日
本
Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
が
集

計
）。

特
別
な
ス
キ
ル
は
い
ら
な
い

「
緊
急
支
援
の
フ
ェ
ー
ズ
は
終

わ
っ
た
が
、
課
題
は
減
っ
て
い
な

い
。
５
年
経
っ
て
見
え
て
く
る
新

た
な
課
題
が
増
え
て
い
る
」と
話

す
の
は
、
み
や
ぎ
連
携
復
興
セ
ン

タ
ー（
仙
台
市
）
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
・
事
業
部
次

長
の
堀
内
恭
子
さ
ん
だ
。

　

避
難
生
活
が
長
期
化
す
る
な
か

で
、
仮
設
住
宅
な
ど
で
暮
ら
す
避

出典元：復興庁

被災者の⼼⾝ケア、
コミュニティ形成、「⼼の復興」等

販路開拓・新商品開発⽀援
商店街の本格復旧⽀援等

関係省庁と連携し、除染、インフラ・⽣活関連サービス復旧等

構築したモデルの横展開へ重点化等

引き続き加速化措置を推進
きめ細やかに市町村を⽀援

▶ ▶

震災からの復興に向けた道のりと見通し
集中復興期間は2016年３月末で終了し、復興・創生期間に入る
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大
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
が
、
新

興
事
業
創
出
機
構（
Ｊ
Ｅ
Ｂ
Ｄ
Ａ
）

の
鷹
野
秀
征
理
事
長
だ
。
Ｊ
Ｅ
Ｂ

Ｄ
Ａ
は
、
持
続
的
で
成
長
可
能
な

ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル

の
構
築
、
そ
の
サ
ポ
ー
ト
を
通
じ

て
地
域
産
業
を「
新
興
」
す
る
こ

と
を
目
指
す
。
東
北
を
は
じ
め
、

全
国
各
地
に
あ
る
有
望
な
事
業
・

産
業
と
、
企
業
の
経
営
資
源
を
合

わ
せ
て
、「
産
業
化
」す
る
た
め
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
て
い
る
。

そ
の「
共
創
パ
ー
ト
ナ
ー
」
の
一

つ
、
農
業
生
産
法
人
Ｇ
Ｒ
Ａ（
宮

城
県
山
元
町
）は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ（
情
報

通
信
技
術
）
を
生
か
し
て
、
高
級

イ
チ
ゴ
の
生
産
に
取
り
組
む
。

「『
産
業
化
』し
て
い
く
た
め
に
は
、

企
業
に
蓄
積
さ
れ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
や

知
見
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
」

（
鷹
野
理
事
長
）と
い
う
。

　

新
し
い
街
づ
く
り
や
、
仮
設
住

宅
の
解
消
、
震
災
遺
構
の
保
存
問

題
、そ
し
て
原
発
事
故
問
題
な
ど
、

５
年
の
月
日
を
経
て
残
っ
た
問

題
、
そ
し
て
新
し
く
浮
か
ん
で
く

る
課
題
も
あ
る
。
復
興
の
あ
り
方

も
時
間
と
共
に
変
わ
る
。
現
地
の

人
た
ち
に
寄
り
添
っ
た
復
興
が
な

さ
れ
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
。

難
者
や
子
ど
も
た
ち
の
心
の
ケ

ア
、
生
活
再
建
や
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
の
再
生
な
ど
課
題
は
多

い
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
な
ど
が
実
施
し
た

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査「
被
災
者
１
万

人
の
声
」
で
も
、
仮
設
住
宅
に
住

む
人
の
55
％
が「
う
つ
状
態
に
あ

る
」こ
と
が
分
か
っ
た
。

「
生
活
が
落
ち
着
い
て
く
る
な
か

で
、
我
慢
し
て
い
た
子
ど
も
た
ち

の
心
の
傷
が
表
面
化
し
て
く
る
こ

と
も
あ
る
。
こ
れ
か
ら
は
個
別
の

ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
細
や
か
な
支

援
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
」（
堀

内
さ
ん
）

　

右
ペ
ー
ジ
下
の
図
は
、
復
興
庁

が
発
表
し
た「
震
災
か
ら
の
復
興

に
向
け
た
道
の
り
と
見
通
し
」の

図
だ
。
政
府
は
２
０
１
５
年
度
ま

で
を
集
中
復
興
期
間
と
し
、
以
降

を「
復
興
・
創
生
期
間
」と
位
置
付

け
て
い
る
。
安
倍
晋
三
首
相
は

２
０
１
６
年
を「
東
北
観
光
復
興

元
年
」
と
し
、
２
０
２
０
年
ま
で

に
東
北
の
外
国
人
観
光
客
を
現
在

の
３
倍
に
あ
た
る
１
５
０
万
人
に

増
や
す
こ
と
を
表
明
し
た
。

　

で
は
、
企
業
は
ど
の
よ
う
に
支

援
で
き
る
の
か
。「
ヒ
ト
・
モ
ノ
・
カ

ネ
」の
支
援
が
あ
る
な
か
で
、
ス
キ

ル
を
生
か
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

「
プ
ロ
ボ
ノ
」も
一
つ
の
潮
流
だ
。

　

ソ
フ
ト
・
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
開
発
の

Ｓ
Ｃ
Ｓ
Ｋ
は
２
０
１
４
年
か
ら
、

起
業
家
支
援
を
行
う
Ｍ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｔ

Ｏ（
仙
台
市
）と
協
働
で
、
東
北
の

起
業
家
の
Ｉ
Ｔ
課
題
を
解
決
す
る

企
業
プ
ロ
ボ
ノ
活
動「
Ｓ
Ｃ
Ｓ
Ｋ 

ち
ょ
こ
っ
と
サ
ポ
ー
ト（
ち
ょ
こ

サ
ポ
）」を
展
開
し
て
い
る
。

　

Ｍ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
の
本
多
智
訓
理

事
は
、「
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
起

業
家
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
地
場
産
業
に
携

わ
る
人
た
ち
は
、
Ｉ
Ｔ
や
パ
ソ

コ
ン
を
使
い
慣
れ
て
い
な
い
人
が

多
い
。
例
え
ば
、
エ
ク
セ
ル
の
使

い
方
を
教
え
る
だ
け
で
も
、
格
段

に
生
産
性
が
上
が
る
」と
語
る
。

　

２
０
１
５
年
か
ら
は
、
本
業
以

外
で
の
社
会
活
動
を
推
進
す
る
二

枚
目
の
名
刺（
東
京
・
渋
谷
）の
協

力
を
得
て
、
参
加
対
象
を
Ｓ
Ｃ
Ｓ

Ｋ
社
員
か
ら
社
外
に
広
げ
、
異
業

種
チ
ー
ム
で
支
援
す
る「
Ｓ
Ｃ
Ｓ

Ｋ 

ち
ょ
こ
っ
と
サ
ポ
ー
ト
ぷ
ら

す
」を
開
始
し
た
。
支
援
先
第
一

号
は
、
足
こ
ぎ
車
い
す
の
開
発
・

製
造
・
販
売
を
行
う
Ｔ
Ｅ
Ｓ
Ｓ（
仙

台
市
）だ
。

　

プ
ロ
ボ
ノ
は
、
ス
キ
ル
を
生
か
し

た
支
援
だ
が
、
特
別
な
技
術
を
持

つ
必
要
は
な
い
。
例
え
ば
、三
菱
Ｕ

Ｆ
Ｊ
リ
サ
ー
チ
＆
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ（
Ｍ
Ｕ
Ｒ
Ｃ
）
で
は
、

「
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
プ

ロ
グ
ラ
ム
」
と
し
て
、
社
員
が
共

感
し
た
団
体
を
プ
ロ
ボ
ノ
で
支
援

す
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

　

人
事
部
主
任
の
中
野
静
子
さ
ん

は
、
プ
ロ
ボ
ノ
と
し
て
、
新
し
い

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
提
案
す
る
ク
リ

エ
ー
テ
ィ
ブ
チ
ー
ム
巻
組（
宮
城

県
石
巻
市
）を
支
援
し
た
。

「
私
は
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
で
も
な

く
、
事
務
が
専
門
。
そ
れ
で
も
、

自
分
の
事
務
の
ス
キ
ル
が
Ｎ
Ｐ
Ｏ

に
役
立
つ
こ
と
が
分
か
っ
た
」と

嬉
し
そ
う
だ
。

企
業
の
力
で「
産
業
化
」す
る

　

東
北
で
芽
生
え
つ
つ
あ
る
ソ
ー

シ
ャ
ル
・
ビ
ジ
ネ
ス
を
さ
ら
に
拡

MAKOTOが運営するコ
ワーキングスペース「コ
コリン」（仙台市）。東北
の起業家やベンチャー企
業、地場の中小企業を支
援している㊤　JEBDA
の鷹野秀征理事長

5年後からの復興支援


